
関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】

①多摩市公式Twitter → ①２３３９／３５４７　↓ →
①５１０２／４０４７　↑
 　１０９７４／１３５５１　↓

①多摩市公式Instagram → ①１０６／２２　↑ →
①１２９１／７９０　↑
　１０１２６／１９２４　↑

②市民活動情報検索サイト →
②３６７／３６６　↑
　１４１１６／９６８７　↑

→ ②指標なし

③公民館通信 → ③１６０００／１８０００　↓ → ③１６０００／１８０００　↓
④地域デビュー手引書 → ④３５１／３４９　↑ → ④指標なし
⑤政策情報誌 → ⑤８００００／８００００　→ → ⑤７４３６３／７６０２４　↓
⑥たま広報 → ⑥７９３００／７９０８０　↑ → ⑥７６３６２／７６１３８　↑

⑦YouTube多摩市公式チャンネル → ⑦２２７／２７３　↓ →
⑦２４６６９５／２３０８１８　↑
　２７９７／１６０９　↑

⑧農産物応援サイト　「agri agri」 → ⑧２４８／３７６　↓ → ⑧６２７８５／６０８３２　↑
⑨多摩市LINE公式アカウント → ⑨２２３５３／１７　↑ → ⑨７１９６／１８６０　↑
⑩ごみ分別アプリ「さんあ～る」 → ⑩１５／１３　↑ → ⑩３８２６／３９９１　↓
指標A：①発信数②登録団体数、閲覧数③発行部数④登録団体数⑤⑥発行部数⑦投稿動画数（限定公開含む）⑧⑨⑩情報発信数
指標B：①フォロワー数、いいね！数③⑤⑥受取数⑦視聴回数、チャンネル登録者数⑧閲覧数⑨友だち登録者数⑩ダウンロード数

推
進
項
目
１
の
成
果
目
標

関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】
①地域デビュー手引書 → ①３５１／３４９　↑ → ①指標なし
②政策情報誌 → ②８００００／８００００　→ → ②７４３６３／７６０２４　↓
③ライフウェルネス教材 → ③０／５０　↓ → ③８／０　↑
④健幸Spot → ④６／６　→ → ④２３８０／３００　↑
⑤for 40 → ⑤１８２９／１９８０　↓ → ⑤９０．３／９５　↓
⑥パルテノン多摩市民舞台芸術学校 → ⑥４／６　↓ → ⑥４５５／７４１　↓
指標A：①登録団体数②発行頻度、発行部数③作成部数④配置数⑤発行頻度、送付部数⑥講座数
指標B：②受取数③貸出数④利用数⑥参加者数
　　　　　⑤読者アンケート回答者のうち、興味を持った記事の内容について、実際に生活を見直したり行動しようと思う、ややそう思うと回答した割合

　令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う影響はあったものの、市民活動の再開状況を見ながらライフウェルネス教材の
利用勧奨等するなど、おおむね、各事業を通してライフスタイルの変化に対応した学習の情報共有を図ることができた。今後も、引
き続き事業を継続していくことで、誰もが情報を気軽に入手できるよう様々な媒体で情報を発信・提供していく。

推進項目１　「広報・情報提供」
多様な興味・関心に応じた生涯学習活動についての情報を、多様な媒体を通じて提供します。また、各種団体の活動について、情
報誌やインターネットなどを通じて紹介し、活動の活性化をサポートします。

事業実績
①原稿提出数は大幅に増加したが、生涯学習に関するコンテンツの発信はわずかであった。（この事業についてはいいね・フォロ
ワーの数はアウトカムではないとの意見あり）。
②新型コロナウイルス感染拡大の影響下においても、市内活動への問合せが増加する等、活動意欲の高まりがあった。
③２・３月号として通算３００号の発行となり、公民館で開催される講座やイベントなど、市民から親しみのある記事を発信・提供し
た。
④登録団体数は増加したが、学習や活動に必要な情報をより提供していくために、市民活動情報検索サイトとの統合に向けて委託
業者との調整を行った。
⑤多摩中央公園（Park-PFI事業）や旧北貝取小学校（改修工事）などを中心に、公共施設で行われている事業についてタイムリー
に掲載した。
⑥市の行う施策やその他必要事項を市民にタイムリーにお知らせするため、市内全戸（事業所含む）へ着実に配布した。
⑦編集環境が整わない中、各所管で工夫や外部委託をしながら、動画を多く公開した。編集に適した端末と編集用ソフトを広報担
当で購入したため、今後、動画を用いた広報の更なる活用を図る（この事業については、視聴回数・チャンネル登録者数はアウトカ
ムではないのではと所管からの意見があった）。
⑧多摩市の都市農業に対する市民理解の醸成を図るため、農に関するイベントや取組など取材し、農産物応援サイトで紹介した。
⑨令和３年４月に公式ＬＩＮＥアカウントのリニューアルを実施し、市民がより簡単にほしい情報を取得できるよう、知りたい情報の
トーク画面検索や、気になる情報の自動受信設定ができるように変更した。
⑩スマートフォンのアプリを利用し、ごみの出し方、分別方法やごみ減量啓発イベントの情報を提供した。引き続き認知活動を行
い、ダウンロード数の増加を目指す。

内部評価
　令和３年度は、各事業においてタイムリーに情報を発信し、サイトデザインの改良や利便性向上に向けての調整を行う等、おおむ
ね、各事業を通してSNS等を活用した学習情報の共有・発信をすることができた。今後も、引き続き事業を継続し、学習や活動に
必要な情報をSNSやアプリを活用してタイムリーに発信することで、学びや参加のきっかけとなるようサポートしていく。

第４次多摩市生涯学習推進計画

令和３年度　取組と評価

事業実績
①登録団体数は増加したが、今後、地域で活動している団体の活動情報をより提供していくために、市民活動情報検索サイトとの
統合に向けて委託業者との調整を行った。
②市民とともに考えていくことを目的に、多摩中央公園（Park-PFI事業）や旧北貝取小学校（改修工事）などを中心に、公共施設
で行われている事業について掲載した。
③令和３年度から「地域の方に自分らしくいきいきと暮らし続けるために必要なことを学ぶ上で活用してほしい」と多摩市独自の
教材として貸出をはじめ、コロナ禍の市民活動の再開状況を見ながら利用勧奨等を進めた。
④令和３年度は新型コロナウイルス感染症への対応として、血圧計・体組成計の利用を一時停止としたが、今後、状況を見ながら、
健康情報や地域活動情報の発信を含めて事業を進めていく。
⑤ご自身の身体や生活について振り返るきっかけとして、40歳の市民の方に健幸啓発情報誌を発行した。アンケートの回答から
はおおむね狙い通りの意識変化を生んでいるもの（健幸獲得への意識を持ってもらえた）と考える。
⑥令和３年度はパルテノン多摩が大規模改修工事により休館中だったため、アウトリーチとして市内公共施設等で、パルテノン多摩
を支えることを生きがいとしてもらえる人材育成を目指し、４講座実施した。

内部評価

アクティビティ
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関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】
①多摩市版地域包括ケアシステム → ①指標なし → ①０／０　（準備中）
②ＴＡＭＡ女性センター相談事業 → ②３／３　→ → ②４７６／４１３　↑
③人権・身の上相談 → ③６０／１０８　↓　 → ③１７／２５　↓
④地域包括支援センター → ④６／５　↑ → ④４２８５５／４００１９　↑
⑤しごと・くらしサポートステーション
（生活困窮者自立相談）

→ ⑤４／４　→ → ⑤３８２／５７３　↓

指標A：②事業数（相談種類）③事業数（相談枠数）④施設数⑤事業数（相談枠数）
指標B：①会議開催数（多摩市地域包括ケアネットワーク連絡会）②相談数③相談件数④⑤相談数

推
進
項
目
１
の
成
果
目
標

関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】
①福祉なんでも相談 → ①１０／１０　→ → ①５９／３６　↑
②ふれあいいきいきサロン → ②１０４／１１６　↓ → ②２１８３７／１３６５３　↑
③多摩市立市民活動・交流センター → ③０／０　（準備中） → ③０／０　（準備中）
指標A：①②実施箇所数③実施数
指標B：①相談数②③利用者数

事業実績
①市内１０のコミュニティセンター等で身近な相談窓口として開催しており、近隣団地での広報を強化したことで相談者が増え
た。
②コロナ禍で活動を休止したり高齢化を理由に解散するサロンが出てきており、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け
ている。こうした中でも、新規に６ヶ所の立ち上げ支援を行い、仲間づくりができる通いの場を提供した。
③市民活動や交流の場である市民活動・交流センターの令和４年４月の開館に向けて、施設整備工事並びに貸室備品の配置や
利用団体の登録等の開館準備を行った。

内部評価
　令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響はあったものの、その中でもふれあいいきいきサロンの新規立ち上げや新
たな施設である市民活動・交流センターのオープンに向けての準備など、おおむね、各事業を通して相談の場の充実を図ること
ができた。今後も、引き続き事業を継続していくことで、自身や地域の抱える問題や悩みごとなどを市民同士が話し合い、解決
に向けた取り組みにふみ出せるよう、相談の場づくりを広げていく。

令和３年度　取組と評価

推進項目２　「相談」
地域での問題や自身の悩み事などを気軽に相談でき、生涯学習活動への第一歩をふみだせるサポートを、関係団体等と連携し
ながら行います。

事業実績
①相談窓口やサポート体制づくりを強化するための多摩市版地域包括ケアネットワーク連絡会の準備会を年４回開催した。
②令和２年度と同じく３種類の相談窓口を設け、関係機関と連携しながら相談者に寄り添いエンパワーメントを行うことができ
た。
③法務省東京法務局からの新型コロナウイルス感染症拡大防止のための休止指示により、年間相談枠数を昨年に比べ減らした
ため、相談件数も減っている（この事業については相談件数の多い少ないで成果を表せるものではないのではと所管からの意
見があった）。
④６ヶ所の地域包括支援センターと基幹型地域包括センターが連携し、市民へ相談内容に則した様々な情報提供と支援を実施
した。
⑤相談総件数は減ったが、生活困窮に関する相談件数が増加し、支援が必要な方へ適切な相談支援を行うことができた。

内部評価
　令和３年度は、事業によっては数字だけで評価できないものもあるが、窓口の実施や相談体制の整備も含め、おおむね、各事
業を通して生活課題等の相談・支援体制の強化を図ることができた。今後も、引き続き事業を継続していくことで、日常生活の
中での疑問や悩み、不安などを、誰もが気軽に相談できるよう、相談窓口やサポート体制づくりを強化していく。

アクティビティ

（事業概要）
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関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】
①地域子育て支援拠点だより「わくわく通信」 → ①１７／１６　↑ → ①指標なし
②多摩市通いの場マップ → ②０／０　→ → ②指標なし
③多摩市版地域包括ケアシステム → ③指標なし → ③０／０　（準備中）
④ふれあいいきいきサロン → ④１０４／１１６　↓ → ④２１８３７／１３６５３　↑
⑤子ども食堂・誰でも食堂の紹介 → ⑤指標なし → ⑤３８２２５／１１８６１　↑
指標Ａ：①配布場所数②発行部数④事業数
指標B：③会議開催数（多摩市地域包括ケアネットワーク連絡会）④利用者数⑤閲覧数

推
進
項
目
１
の
成
果
目
標

関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】

①コミュニティセンター・コミュニティ会館 →
①１０／１０　→
　３０９９／２８８９　↑

→
①１８２３２０／１３０７８０　↑
　８１９０／５２７７　↑

②パルテノン多摩 → ②０／０　（準備中） → ②０／０　（準備中）

③公民館（永山） →
③１０４２５／８７８１　↑
　３２３／２８１　↑

→ ③５１２１８／３９０７３　↑

④公民館（関戸） →
④８１８１／８８２６　↓
　３２６／２８２　↑

→ ④２６４５０／２８５８３　↓

⑤図書館 →
⑤８／８　→
　３５６／３１０　↑

→ ⑤４５１０７／４７２１６　↓

⑥多摩市立市民活動・交流センター → ⑥０／０　（準備中） → ⑥０／０　（準備中）
指標A：①施設数、開館日数（10館合計）②施設数、開館日数③④施設数（コマ数）、開館日数⑤⑥施設数、開館日数
指標B：①利用者数、事業参加者数②③④来館者数⑤登録者数⑥来館者数（利用者数）

事業実績
①新型コロナウイルス感染拡大の影響を大きく受けた令和２年度に比べ、令和３年度の利用者は増加に転じ、徐々に市民の地
域活動の場としての機能を回復しつつある。
②令和３年度はパルテノン多摩が大規模改修工事により休館中であるため、施設の貸出を行わなかった。
③緊急事態宣言の発令により、臨時休館や開館時間の短縮、ワクチン接種会場にするなどの制限はあったが、必要な感染症対
策を講じ、人と人との交流の場を提供することができた。
④ワクチン接種会場としての利用や施設改修工事により利用の制限はあったが、感染症対策を講じ、学びや交流の場を提供し
た。
⑤コロナ禍でも休館をすることなく、感染対策をとった上で開館し、誰もが気軽に学べ資料を借りることができる環境を提供す
ることができた（一定期間利用のない登録者を整理した数以上の新規登録がなかったため登録者数が減少している）。
⑥市民活動や交流の場である市民活動・交流センターの令和４年４月の開館に向けて、施設整備工事並びに貸室備品の配置や
利用団体の登録等の開館準備を行い、環境の整備を行った。

内部評価
　令和３年度は、緊急事態宣言の発令による公共施設の臨時休館や開館時間の短縮など、新型コロナウイルス感染拡大の影響
を受けつつも、新たな施設として市民活動・交流センターの開館準備も進み、おおむね、各事業を通して「学びや活動の場」を提
供することができた。今後、コロナ禍においてもパーテーションを用いたりオンラインで事業を行うなどの工夫をし、それぞれの
施設において市民が利用しやすいような環境を整えていく。

令和３年度　取組と評価

推進項目３　「居場所・場づくり」
生涯学習活動を行うための公的施設の充実だけでなく、情報通信技術をはじめ、市内の多様な資源を活用しながら、誰もが気
軽に集える居場所や場づくりを進めます。

事業実績
①令和４年３月２７日にパルテノン多摩こどもひろばＯＬＩＶＥがオープンし、地域の子育て支援団体に関する情報紙であるわくわ
く通信を配架した。
②１００箇所を超える「通いの場」をまとめたマップを、関係機関や地域の団体等に配布した（令和4年３月の残数６３９部）。
③相談窓口やサポート体制づくりを強化するための多摩市版地域包括ケアネットワーク連絡会の準備会を年４回開催した。
④コロナ禍で活動を休止したり、高齢化を理由に解散するサロンが出てきており、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けて
いる。こうした中でも、新規に６ヶ所の立ち上げ支援を行い、気軽に立ち寄れる身近な場を提供した。
⑤多摩ボランティア・市民活動支援センターのホームページに、「食」を通じて住民がつながる子ども食堂・誰でも食堂の案内を
掲載した。

内部評価
　令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響があったものの、パルテノン多摩に新規地域子育て支援拠点のこどもひろ
ばＯＬＩＶＥの立ち上げなどもあり、おおむね、各事業を通して居場所のネットワーク化を拡充することができた。今後も、引き続
き事業を継続していくことで、地域の様々な居場所情報を集約して発信し、市民にとって気軽に立ち寄れる身近な場となるよ
う努めていく。
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関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】
①（仮称）地域委員会構想 → ①０／０　（準備中） → ①０／０　（準備中）
②たすけあい有償活動 → ②１５５／１３７　↑ → ②６４８／６２５　↑　
③地域ふれあいフォーラム → ③中止／中止 → ③中止／中止

④地域福祉推進委員会 → ④１０／１０　→ →
④４４／２８　↑
　８４７／４３１　↑
　１０７２／６３１　↑

⑤自治会・管理組合活動の支援
（多摩市自治連合会）

→ ⑤８／５　↑ → ⑤５８８／５６９　↑

⑥多摩市立市民活動・交流センター → ⑥０／０　（準備中） → ⑥０／０　（準備中）
⑦多摩市版地域包括ケアシステム → ⑦指標なし → ⑦０／０　（準備中）
指標Ａ：①事業数②登録者数③事業数④実施箇所数⑤⑥事業数
指標B：①参加者数②利用者数③参加者数④開催数、参加団体数、参加者数⑤参加団体数
　　　　　⑥参加者数⑦会議開催数（多摩市地域包括ケアネットワーク連絡会）

推
進
項
目
１
の
成
果
目
標

関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】
①わがまち学習講座 → ①０／１　↓ → ①０／４５　↓
②地域課題講座 → ②５／中止　↑ → ②１０９／中止　↑
③ベルブぜみ → ③２／１　↑ → ③１４５／３２　↑
④（仮称）地域委員会構想 → ④０／０　（準備中） → ④０／０　（準備中）
⑤健幸まちづくりシンポジウム → ⑤１／２　↓ → ⑤３９８／３６９２　↓
⑥公園・道路のアダプト制度 → ⑥１１４／１１２　↑ → ⑥２９０１／２８７５　↑
⑦グリーンボランティア活動 → ⑦１４／１４　→ → ⑦３２１５／２２００　↑
⑧市民企画講座 → ⑧１４／２　↑ → ⑧２７１／７９　↑
⑨地域貢献講座 → ⑨３／５　↓ → ⑨６７／７９　↓
指標A：①②③講座数④事業数⑤開催回数⑥⑦事業数⑧⑨講座数
指標B：①～④参加者数⑤視聴回数⑥～⑨参加者数

事業実績
①令和３年度は講座を実施せず、これまでの経緯や成果を振り返り、今後の講座の在り方と運用について検討する機会とした。
今後も、地域課題の解決に取り組む新たな担い手を掘り起こし、その後の活動につなげられるよう、関係課や活動団体と連携し
取り組んでいく。
②新型コロナウイルス感染拡大の影響で、令和２年度は実施できなかったが、令和３年度はコミュニティセンター運営協議会と
協働し、地域の課題を共有しながら解決に向けた学習の機会を提供した。
③学びが実践的な地域活動につながるよう「聞き書き講座」を実施した。今後も人材の発掘や学習意欲を掘り起こすきっかけと
なる講座を実施していく。
④令和５年度からの市民・地域と行政との新たな協働のしくみづくりの本格実施に向けて、多摩市自治推進委員会で議論をも
とに、３つのモデルエリアで実践を行った。
⑤今年度も外部団体と連携（共催）し、幅広く情報発信を行った。今後も時宜にかなったテーマ選定で参加を促していく。
⑥今年度も地域の緑化や清掃美化活動に多くの市民が参加した。毎年、団体数が大幅には増減しないが、年齢層にやや偏りが
あり、若い世代の参加が少ない状況である。
⑦今年度も市と市民団体が協働して、グリーンボランティア講座を開催した。新型コロナウイルス感染拡大の影響が緩和傾向に
ある中で参加者も昨年より増加した。
⑧子育て関係、介護問題など様々な学習テーマによる講座を行い、講座終了後も学びの継続希望などがあった。
⑨令和２年度で実施した聞き書き基礎講座の上級コースとしてフォローアップでき、聞き書きアフターサークルの組織化を支援
できた。

内部評価
　令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響はあったものの、地域課題講座による学習機会の提供や課題の共有など、
おおむね、各事業を通して地域活動の担い手の育成を図ることができた。今後も、引き続き事業を継続していくことで、市民主
体の様々な地域活動の継続と活性化に向けて、地域への参加のきっかけや活動の担い手育成をサポートしていく。

令和３年度　取組と評価

推進項目４　「地域活動・地域づくり」
地域で活動する団体と連携し、地域での活動をしたい人と、一緒に活動をして欲しい人とをつなぐ仕組みを充実します。

事業実績
①令和５年度からの市民・地域と行政との新たな協働のしくみづくりの本格実施に向けて、多摩市自治推進委員会で議論をも
とに、３つのモデルエリアで実践を行った。
②コロナ禍の長期化で、毎月の利用者数等はほぼ横ばいであったが、新規に３０名の利用をコーディネートできた。
③新型コロナウイルス感染拡大のため中止とした。令和４年度は「ＶＩＴＡふれあいまつり」にリニューアルして、市民（団体）同士の
ふれあい・交流を図ることを目的に、実施の方向で検討している。
④新型コロナウイルス感染拡大防止のため、サテライト会場の設置やオンライン併用で開催した。今後も、オンラインでの参加を
併用することで、若い世代や専門機関等の参加を促していく。
⑤新型コロナウイルス感染拡大の影響により、事業内容を見直して実施し、参加団体の多い事業は中止とした。
⑥市民活動や交流の場である市民活動・交流センターの令和４年４月の開館に向けて、施設整備工事並びに貸室備品の配置や
利用団体の登録等の開館準備を行った。令和４年度は、地域団体や近隣住民との連携によるイベント等の開催を計画し、地域や
市民同士のつながりをサポートしていく。
⑦包括支援体制の構築に向けて、多摩市版地域包括ケアネットワーク連絡会の準備会を年４回開催した。

内部評価
　令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止となった事業もあるが、次年度に向けてサテライト会場の設置
やオンライン併用で準備を進めていくなど、おおむね、各事業を通して地域団体との連携を図ることができた。今後も、引き続
き事業を継続していくことで、地域で活動する団体と連携し、様々な活動を通して地域や市民同士のつながりをサポートしてい
く。
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関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】
①出前講座 → ①０／０　→ → ①０／０　→
②市民企画講座 → ②１４／２　↑ → ②２７１／７９　↑
③出前講座・講師派遣制度 → ③３／２　↑ → ③１５９／５０　↑
指標A：①～③講座数
指標B：①～③参加者数

推
進
項
目
１
の
成
果
目
標

関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】
①多摩市立市民活動・交流センター → ①０／０　（準備中） → ①０／０　（準備中）

②コミュニティセンター・コミュニティ会館 →
②１０／１０　→
　３０９９／２８８９　↑

→
②１８２３２０／１３０７８０　↑
　８１９０／５２７７　↑

③多摩市版地域包括ケアシステム → ③指標なし → ③０／０　（準備中）

④公民館（永山） →
④１０４２５／８７８１　↑
　３２３／２８１　↑

→ ④５１２１８／３９０７３　↑

⑤公民館（関戸） →
⑤８１８１／８８２６　↓
　３２６／２８２　↑

→ ⑤２６４５０／２８５８３　↓

⑥学校跡地の市民開放 →
⑥５／６　↓
　３５９／２９６　↑

→ ⑥７６８６５／８１２９０　↓

⑦青少年協議会地区委員会の活動 → ⑦１３３／１１２　↑ → ⑦１２２８８／６７３６　↑
⑧永山フェスティバル → ⑧１／１　→ → ⑧３７（写真）／２８１８（動画視聴）
指標A：①事業数②施設数、開館日数（１０館合計）④⑤⑥施設数、開館日数⑦活動数⑧事業数
指標B：①参加者数②来館者数、事業参加者数③会議開催数（多摩市地域包括ケアネットワーク連絡会）
　　　　　④来館者数（貸出者数）⑤来館者数⑥来館者数（利用者数）⑦参加者数⑧写真展示数

事業実績
①市民活動や交流の場である市民活動・交流センターの令和４年４月の開館に向け、施設整備工事並びに貸室備品の配置や利
用団体の登録等の開館準備を行った。
②新型コロナウイルス感染拡大の影響を大きく受けた令和２年度に比べ、令和３年度の利用者は増加に転じ、徐々に市民の地
域活動の場としての機能を回復しつつある。
③多摩市版地域包括ケアネットワーク連絡会の準備会を年４回開催した。
④緊急事態宣言の発令により、臨時休館や開館時間の短縮、ワクチン接種会場にするなどの制限はあったが、必要な感染症対
策を講じ、人と人との交流の場を提供することができた。
⑤ワクチン接種会場としての利用や施設改修工事により利用の制限はあったが、感染症対策を講じ、世代間交流の場を提供し
た。
⑥施設数が減り、コロナウィルス感染拡大防止対策として施設の開館時間短縮等を行ったため、利用者数は減少したが、必要な
感染症対策を講じ、できる限り多世代交流の場を提供した。
⑦新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じた上で、できる範囲の事業を行い、令和2年度よりも地域活動を行うことができ
た。
⑧新型コロナウイルス感染拡大のため、令和３年度は中止としたが、次年度の実施及び成功へつなげるため、過去の永山フェス
ティバル会場での写真を募集、選考の上、グリナード永山内に展示した。

内部評価
　令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、中止となった事業や施設の開館時間を短縮する等の利用の制限も
あり厳しい状況下であったが、利用者懇談会を開催したり、開催方法を工夫して永山フェスティバルの代わりに過去の写真を公
募し展示するなど、できる限り多世代交流の場を提供した。今後も、引き続き事業を継続していくことで、交流の場の提供や人
と人がつながることができるような環境整備を通して、多世代や団体同士の交流をサポートしていく。

令和３年度　取組と評価

推進項目５　「学習の機会づくり」
地域の様々な活動や人材等と連携し、地域の活動や多世代と関わり、学べる機会づくりを進めます。

事業実績
①市民からの問合せのみで、件数としては０件であった。今後、事業のあり方も含め検討していく。
②子育て関係、介護問題など様々な学習テーマによる講座を行い、講座終了後も学びの継続希望などがあった。
③新型コロナウイルス感染拡大の影響が落ち着いてきたものの、コロナ禍以前（令和元年度）の講座数には及ばなかった。

内部評価
　令和３年度は、出前講座については今後事業のあり方を検討していくこととし、それ以外の事業については継続して講座を実
施することができ、おおむね、各事業を通して市民企画（提案）型講座・事業を実施することができた。今後も、引き続き事業を
継続していくことで、市民自らが企画・提案し、誰もが主体的に学ぶ場や機会を提供できるよう環境づくりに努めていく。
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関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】
①多摩ボランティア・市民活動支援センター → ①２７１／２５５　↑ → ①４９７８／４５５８　↑
指標A：①開館日数
指標B：①来館者数（利用者数） 推

進
項
目
１
の
成
果
目
標

関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】
①援農ボランティア → ①２１／１５　↑ → ①１９／１０　↑
②にゃんともＴＡＭＡるボランティアポイント
（介護予防ボランティアポイント）

→ ②指標なし →
②４８４／４７４　↑
　７２／２０１　↓

③多摩ボランティア・市民活動支援センター → ③２７１／２５５　↑ → ③４９７８／４５５８　↑
④生涯学習市民バンク → ④指標なし → ④２／２　→
⑤多摩市立市民活動・交流センター → ⑤０／０　（準備中） → ⑤０／０　（準備中）
⑥多摩市版地域包括ケアシステム → ⑥指標なし → ⑥０／０　（準備中）
⑦公園・道路のアダプト制度 → ⑦１１４／１１２　↑ → ⑦２９０１／２８７５　↑
⑧グリーンボランティア活動 → ⑧１４／１４　→ → ⑧３２１５／２２００　↑
指標A：①参加者数③開館日数⑤事業数⑦事業数⑧事業数（活動数）
指標B：①修了者数②登録者数、ポイント活用申請件数③来館者数（利用者数）④登録者数⑤利用者数
　　　　　⑥会議開催数（多摩市地域包括ケアネットワーク連絡会）⑦⑧参加者数

事業実績
①コロナ禍により規定の受講回数を達成できず終了できない人もいたが、農作業の手助けができるボランティア人数は年々増
加している。
②ボランティアの登録者数は微増したが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により受入休止状態が続き、活動が停滞し活用申
請数が減少した。
③コロナ禍ではあったが、来館者数は増加した。令和３年度の東永山複合施設の閉鎖に伴い、ボランティア活動団体が継続に活
動ができるよう各関係機関と調整を行った。
④生涯学習活動の講師等の新規登録者数は毎年ほぼ変わらない状況にある。
⑤市民活動や交流の場である市民活動・交流センターの令和４年４月の開館に向けて、施設整備工事並びに貸室備品の配置や
利用団体の登録等の開館準備を行った。今後、市民活動やボランティア活動に気軽に参加できる仕組みづくりを検討していく。
⑥多摩市版地域包括ケアネットワーク連絡会の準備会を年４回開催した。
⑦今年度も地域の緑化や清掃美化活動に多くの市民が参加した。毎年、団体数が大幅には増減しないが、年齢層にやや偏りが
あり、若い世代の参加が少ない状況である。
⑧今年度も市と市民団体が協働して、グリーンボランティア講座を開催した。新型コロナウイルス感染拡大の影響が緩和傾向に
ある中で参加者も昨年より増加した。

内部評価
　令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により活動が難しい中ではあるがボランティアの数は増えており、ボライン
ティア活動に対する市民意識の高さについて見てとることができ、各事業を通して市民活動やボランティア活動をサポートする
ことができた。ただし、若い世代の参加者が少なく年齢層にやや偏りがあるため、今後も、引き続き事業を継続していくことで、
市民活動やボランティア活動を身近に感じられ、誰もが気軽に参加できる仕組みづくりを推進していく。

令和３年度　取組と評価

推進項目６　「ボランティア・市民活動」
市民主体のボランティア活動や市民活動へのサポートを行うとともに、ボランティア活動などに参加したくなる仕組みづくりを
進めます。

事業実績
①コロナ禍ではあったが、感染症対策を講じながら開館し、来館者数は増加した。令和３年度の東永山複合施設の閉鎖に伴い、
ボランティア活動団体が継続的に活動ができるよう各関係機関と調整を行った。

内部評価
　令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大状況にありながらも、開館日数・来館者数ともに増加しており、おおむね、ボラン
ティアセンターの充実を図ることができた。今後も、引き続き事業を継続していくことで、誰もがボランティア活動や市民活動が
できるようサポートしていく。

アクティビティ

（事業概要）
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関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】
①健幸まちづくりシンポジウム → ①１／２　↓ → ①３９８／３６９２　↓
②大学連携事業 → ②５５／４４　↑ → ②指標なし
指標A：①事業数（イベント数）②事業数
指標B：①視聴回数 推

進
項
目
１
の
成
果
目
標

関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】
①関戸地球大学院 → ①６／７　↓ → ①２３０／１９４　↑
指標A：①事業数
指標B：①参加者数

事業実績
①オンライン参加方式と会場との両方にて講義を実施し、教養を深める機会を提供することができたが、対応できる人員の確
保等が課題として明らかになった。

内部評価
　令和３年度は、オンライン参加方式と会場との両方で事業を実施し、社会教育施設と大学機関の連携を図ることができた。今
後も、限られた職員で可能な事業手法を検討し、引き続き事業を継続していくことで、社会教育施設と大学機関が連携し、地域
課題の解決など、市民の主体的な学びをサポートしていく。

令和３年度　取組と評価

推進項目７　「大学・社会教育施設との連携」
大学や社会教育施設等との連携により、地域課題の解決など、多様なニーズに対応した気軽に学べる機会づくりと提供を目指
します。

事業実績
①今年度も外部団体と連携（共催）し、幅広く情報発信を行った。今後も時宜にかなったテーマ選定で参加を促していく。
②令和２年度に比べて連携事業数が１１件増加し、各所管のニーズと大学のシーズをマッチングさせる仕組みの試行を進めた。

内部評価
　令和３年度は、基本協定締結大学を中心に市の課題と大学の研究テーマとのマッチングを試行するなど市内大学との連携の
足がかりを作った。今後も、個々の連携事業を積み重ねていくとともに、様々なニーズに応じた学びの機会づくりと提供をして
いく。

アクティビティ
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関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】

①ＹｏｕＴｕｂｅ多摩市公式チャンネル → ①２２７／２７３　↓ →
①２４６６９５／２３０８１８　↑
　２７９７／１６０９　↑

②防災に関するＤＶＤ等の無料貸出 → ②７２／７２　→ → ②２０／４　↑
③日本語教室 → ③１／１　→ → ③２２３３／１５０３　↑
指標Ａ：①投稿動画数（限定公開含む）②ＤＶＤ本数③事業数
指標B：①視聴回数、チャンネル登録者数②貸出数③参加者数

推
進
項
目
１
の
成
果
目
標

関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】
①国際交流事業（国際理解講座等） → ①２／１　↑ → ①５５／５８　↓
②平和・人権課及びＴＡＭＡ女性センターが実施す
る関連講座・事業

→ ②２６／１９　↑ → ②２８９１／１６０９　↑

③障がい者青年教室 → ③１／１　→ → ③６７／１２３　↓
④子ども被爆地派遣事業（報告会） → ④１／中止　↑ → ④５７／中止　↑
指標A：①～④事業数
指標B：①～④参加者数

関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】
①就労支援事業（多摩市就労ガイドブックの作成等） → ①５５０／５００　↑ → ①３８９／４８１　↓
②日本語教室・外国語セミナー → ②２／２　→ → ②２３２９／１５９３　↑
③障がい者スポーツ体験教室 → ③９／１３　↓ → ③７８／１１２　↓
④多摩市国際交流センター → ④３／３　→ → ④３３９６／２５０８　↑
⑤出前講座 → ⑤０／０　→ → ⑤０／０　→
⑥「ハートフルオフィス」事業 → ⑥１／１　→ → ⑥１／１　→
指標A：①発行部数②事業数③実施回数④事業数⑤講座数⑥事業数
指標B：①受取数②③参加者数④市民参加者数⑤参加者数⑥就労実績

事業実績
①令和３年度においては、ガイドブックに新ページの追加や新型コロナウイルス関係の特設欄を各ページに新設するなどの内容更
新を行った。
②多摩市国際交流センター主催の外国語クラスについては、新型コロナウイルス感染症対策に努めながら、開催することができ
た。
③令和３年度から事業を見直し、実施回数を減らしての開催となった。今後も、事業を精査し実施していく。
④令和３年度も市内在住外国人への生活支援として、日本語教室及び生活相談室を多摩市国際交流センターに委託して実施し
た。センター主催の交流イベントについてはコロナの影響により、一部中止した。
⑤市民からの問合せのみで、講座を行うまでに至らなかった。今後、事業のあり方も含め検討していく。
⑥業務遂行を通じてハートオフィス職員のスキルアップを図り、一般企業等への就労につなげた。

内部評価
　令和３年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響により、実施形態の変更や事業の一部中止等があったが、パーテーションを活
用するなど感染症対策に努めながら開催しており、おおむね、各事業を通して様々な状況に応じた学習・生活のサポートをするこ
とできた。今後も、引き続き事業を継続していくことで、障がいの有無、国籍、性別やライフスタイルなど、様々な状況に応じた学習
や生活サポートを行っていく。

事業実績
①コロナ禍において、オンラインを活用することで国際理解授業を中学校１校で実施することができた。また、国際理解講座につい
ても、感染症対策を講じた上で例年通り実施し、国際交流・国際理解の促進を図った。
②人権啓発事業ではコロナ対策として講座定員を縮小したが、展示啓発の実施を増やし、事業回数を減らすことなく行った。男女
平等参画推進の観点では対面の講座やオンライン講座、パネル展示など、様々な手法で啓発を行うことができた。
③障がいのある青年を対象に、新型コロナウィルス感染対策を行いつつ、内容の変更、中止を交えながら開催した。
④新型コロナウイルス感染拡大に伴い広島現地への派遣は中止としたが、代替事業として、休館日の図書館を活用した平和学習や
原爆詩の朗読会等を行い、子どもたちが多摩から広島を想って考えたことを報告会で発表した。

内部評価
　令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響があったものの、講座定員を大幅に縮小し展示形式の事業を実施するなど各
事業ともに工夫しながら開催することができ、おおむね、各事業を通してシチズンシップ学習の拡充を図ることできた。今後も、引
き続き事業を継続していくことで、ひとりの人間として、差別や偏見をせず、皆がともに生きていくことを理解・共感できる学習の
機会を提供していく。

　令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響があったものの、オンラインでの授業やパーテーションなどを活用し開催方法
を工夫することで、おおむね、各事業を通してオンライン・通信教育での学習サポートをすることができた。今後も、引き続き事業
を継続していくことで、いつでもどこでも学びに取り組めるよう、オンラインや通信教育での学習の仕組みづくりに努めていく。

令和３年度　取組と評価

推進項目８　「誰もが学べる環境づくり」
ライフスタイル、障害の有無、国籍、性別、経済状況などに関わらず、誰もが参加できる学習の環境・機会づくりを関係施設や団体、
関係部署等と連携を図りながら推進します。

事業実績
①編集環境が整わない中、各所管で工夫や外部委託をしながら、動画を多く公開した。編集に適した端末と編集用ソフトを広報担
当で購入したため、今後、動画を用いた広報の更なる活用を図る（この事業については、視聴回数・チャンネル登録者数はアウトカ
ムではないのではと所管からの意見があった）。
②新型コロナウィルス感染拡大防止のため防災訓練の職員派遣を縮小し、市民の防災力向上のためにＤＶＤ貸出の案内や動画研
修を実施した結果、令和２年度よりもＤＶＤ貸出本数が増加した。
③新型コロナウイルス感染拡大の影響により、オンラインでの授業やパーテーションなどを活用することで教室を開催した。

内部評価
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関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】
①永山フェスティバル → ①１／１　→ → ①３７（写真）／２８１８（動画視聴）
②グリーンボランティア活動 → ②１４／１４　→ → ②３２１５／２２００　↑
③多摩センター地区四季折々のイベント → ③５／５　→ → ③３９８３０００／１９６２０００　↑
④聖蹟桜ヶ丘地区四季折々のイベント → ④２／１　↑ → ④４８１／５００　↓
⑤商店街イベント → ⑤９／８　↑ → ⑤６２７７６０／６３１７６８　↓
⑥健幸まちづくりシンポジウム → ⑥１／２　↓ → ⑥３９８／３６９２　↓
指標Ａ：①事業数②事業数（活動数）③④⑤⑥事業数（イベント数）
指標B：①写真展示数②参加者数③④⑤集客数⑥視聴回数

推
進
項
目
１
の
成
果
目
標

関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】
①多摩センター地区四季折々のイベント → ①５／５　→ → ①３９８３０００／１９６２０００　↑

②多摩市民文化祭 → ②１／１　→ →
②７５６８／５７２０　↑
　１９／２１　↓

③聖蹟桜ヶ丘地区四季折々のイベント → ③１／２　↓ → ③４８１／１０００　↓
④パルテノン多摩の野外事業
（パルＴＡＭＡフェスin多摩センター）

→ ④０／０　（休止） → ④０／０　（休止）

⑤多摩エコ・フェスタ → ⑤１／１　→ → ⑤４５０／４０３　↑
指標A：①事業数（イベント数）②事業数③事業数（イベント数）④⑤事業数
指標B：①集客数②集客数、参加団体数③④⑤集客数

事業実績
①コロナ禍に対応するために事業実施方法を変更し、開催期間を長期、分散開催としたことで集客数は増加した。
②コロナ禍において、市民文化祭実行委員会や参加団体が各々に工夫し、多くの市民の参加・来場があり、団体間や市民との交
流・親睦が図れた。
③新型コロナウイルス感染拡大を踏まえ、動画配信等、開催方法を変更した。初期アウトカムについてはYouTube合計再生回
数（ラスカル子ども映画祭）である。
④令和３年度はパルテノン多摩が大規模改修工事により休館中であったため野外事業は実施しなかった。
⑤新型コロナウィルス感染症対策を行った上で開催し、暮らしや環境に関わる様々な問題や各団体の活動状況について情報発
信することができた。

内部評価
　令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響がある中でも、動画配信等、開催方法を変更とする等、各々が創意工夫す
ることで、各事業を通して各種イベント等の企画・運営への市民参画の推進を図ることができた。今後も、事業を継続していくこ
とで、市民が主体となって企画・運営するイベント等に、多くの市民が参画し、つながりが広がるようサポートしていく。

令和３年度　取組と評価

推進項目９　「市民協働の機会づくり」
市民協働の機会づくりに向けて、市民・民間・行政等が一体となって行う事業やイベントなどに対する一層のサポートを推進しま
す。

事業実績
①市民団体等との協働で企画する永山フェスティバルはコロナ禍のため中止としたが、令和4年度の実施及び成功へつなげる
ため、過去の永山フェスティバル会場での写真を募集、選考の上、グリナード永山内に展示した。
②今年度も市と市民団体が協働して、グリーンボランティア講座を実施した。新型コロナウイルス感染拡大の影響が緩和傾向に
ある中で参加者も昨年より増加した。
③コロナ禍に対応するために事業実施方法を変更し、開催期間を長期、分散開催としたことで集客数は増加した。
④新型コロナウイルス感染拡大を踏まえ、動画配信等、開催方法を変更した。初期アウトカムについてはYouTube合計再生回
数（ラスカル子ども映画祭）である。
⑤新型コロナウイルス感染拡大の影響により実施できたのは９イベント（当初１４イベントを予定）であった。感染症の煽りを受け
ながらも各商店会が工夫をして事業を実施した。
⑥今年度も外部団体と連携（共催）し、幅広く情報発信を行った。今後も時宜にかなったテーマ選定で参加を促していく。

内部評価
　令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、開催できなかった事業もあるが、開催期間を長期、分散開催とする
ことで集客数を増やすなど、おおむね、各事業を通して市民・民間・行政が一体となった事業等の実施を行うことできた。今後
も、事業を継続していくことで、地域に参加することや活動する機会づくりを進めていく。
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関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】
①地域子育て支援拠点事業 → ①１０／９　↑ → ①７６５２０／６４８８５　↑
②子ども・子育てサービスガイド → ②３０００／３０００　→ → ②３０００／３０００　→
③利用者支援事業（子育てマネージャーの配置） → ③１０／９　↑ → ③１１３６／１７６１　↓
④子ども家庭支援センター等の子育て世代向け
講座・事業

→ ④１３／３　↑ → ④４４６／３３７　↑

⑤放課後子ども教室 → ⑤１２／２　↑ → ⑤３５８２／１８５　↑
⑥水辺の楽校 → ⑥５／１　↑ → ⑥２３０／４　↑
⑦小学校ＰＴＡ連絡協議会・　中学校ＰＴＡ連合会 → ⑦２５／２５　→ → ⑦指標なし
指標Ａ：①実施個所数②配布部数③配置個所数④⑤⑥事業数⑦加入団体数
指標B：①利用者数②受取数③相談件数④参加者数⑤利用者数⑥参加者数

推
進
項
目
１
の
成
果
目
標

関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】
①放課後子ども教室 → ①１２／２　↑ → ①３５８２／１８５　↑
②地域学校協働活動 → ②２６／１５　↑ → ②３６５９／３１１０　↑
③コミュニティ・スクール → ③２０／７　↑ → ③指標なし
④地域子育て支援拠点事業 → ④１０／９　↑ → ④７６５２０／６４８８５　↑
⑤子ども家庭支援センター等の子育て世代向け
講座・事業

→ ⑤１３／３　↑ → ⑤４４６／３３７　↑

⑥利用者支援事業（子育てマネージャーの配置） → ⑥１０／９　↑ → ⑥１１３６／１７６１　↓
指標A：①事業数②実施校数③導入校数④実施個所数⑤事業数⑥配置個所数
指標B：①利用者数②ボランティア数④利用者数⑤参加者数⑥相談件数

事業実績
①放課後における子どもたちの安全・安心な活動拠点として、新型コロナウイルス感染拡大の状況の中でも１２校で実施すること
ができ、事業の継続が図れた。
②地域の特色を活かした学習支援や体験活動の場を提供する活動を推進していく上で、令和３年度は、教育連携支援事業から地
域学校協働活動へ全校が移行した。
③新たに１３校がコミュニティ・スクールへ移行し、地域とともにある学校づくりの推進を図ることができた。
④令和４年３月２７日パルテノン多摩こどもひろばＯＬＩＶＥがオープンし、１０か所目の地域の子育て支援拠点として整備された。
⑤コロナ禍により、定員を少なく設定するなど、感染対策をしながら事業を実施し、支援者や団体間の交流を支援した。
⑥各子育て支援拠点に子育てマネージャーを配置し、身近な相談先として寄り添った対応を行った（令和２年度の相談件数につい
ては、コロナ禍により施設を一時閉鎖している期間に電話相談を行った件数も含めているため多くなっている）。

内部評価
　令和３年度は、どの事業においても継続して事業を実施することができ、各事業を通して学校と地域との連携強化を図ることが
できた。今後も、引き続き事業を継続していくことで、子どもの成長や子育てを支えるために行われている様々な活動について、
学校と地域が一層連携して活動を行っていけるようサポートしていく。

令和３年度　取組と評価

推進項目１０　「連携・協働による子どもの成長への支援」
市民や地域と連携・協働しながら、子どもの成長や子育てをサポートします。

事業実績
①令和４年３月２７日パルテノン多摩こどもひろばＯＬＩＶＥがオープンし、１０か所目の地域子育て支援拠点として整備された。
②多摩市における最新の子育てサービスの周知を行うことができた。
③各子育て支援拠点に子育てマネージャーを配置し、身近な相談先として寄り添った対応を行った（令和２年度の相談件数につい
ては、コロナ禍により施設を一時閉鎖している期間に電話相談を行った件数も含めているため多くなっている）。
④コロナ禍により、定員を少なく設定するなど、感染対策をしながら事業を実施した。
⑤新型コロナウイルス感染拡大の影響により令和２年度は２校のみでの実施となったが、令和３年度は感染対策を講じながら１２校
で実施することができ、事業の継続が図れた。
⑥令和３年度も新型コロナウィルス感染症の影響により、多くの事業を中止せざるをえなかった。今後も自然のすばらしさを体験
できる事業を開催していきたい。
⑦令和３年度も市立小中ＰＴＡの２団体へ活動支援をするとともに団体の事業に要する費用を補助した。

内部評価
　令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響がある中でも、定員を少なく設定するなど感染症対策を講じながら、継続して
事業を実施することができ、各事業を通して子育てに関わる者へのサポートの充実を図ることができた。今後も、引き続き事業を
継続していくことで、関係機関と連携し、子育てに関わる全ての人が助けあい、子どもとともに成長していくような取り組みをサ
ポートしていく。
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関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】
①快汗スポーツＤＡＹ → ①１／中止　↑ → ①５７８／中止　↑
②多摩市に虹をかけよう大作戦 → ②８／１８　↓ → ②指標なし

③多摩市民文化祭 → ③１／１　→ →
③７５６８／５７２０　↑
　１９／２１　↓

指標Ａ：①事業数（実施種目数）②③事業数
指標B：①参加者数③集客数、参加団体数

推
進
項
目
１
の
成
果
目
標

関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】
①子どもサッカー体験事業 → ①中止／中止 → ①中止／中止
②東京ヴェルディとの協働事業 → ②６／６　→ → ②１６０７／２１４６　↓
③読売巨人軍との協働事業 → ③２／２　→ → ③１０５７／４２０　↑
④多摩市ＥＳＤコンソーシアム → ④１／中止　↑ → ④１８／中止　↑
指標A：①～③事業数④開催回数
指標B：①～④参加者数

関連事業 指標A【令和３年度／令和２年度】 指標B【令和３年度／令和２年度】
①水辺の楽校 → ①５／１　↑ → ①２３０／４　↑
②多摩市ＥＳＤコンソーシアム → ②１／中止　↑ → ②１８／中止　↑
③健幸まちづくりシンポジウム → ③１／２　↓ → ③３９８／３６９２　↓
指標A：①事業数②③開催回数
指標B：①②参加者数③視聴回数

内部評価
　令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けつつも、令和２年度はできなかった事業を開催方法の工夫により対
面で実施するなど、おおむね、各事業を通してSDGｓの取り組みの拡充を図ることができた。今後も、引き続き事業を継続して
いくことで、多摩市らしさを踏まえながら、ＳＤＧｓの取り組みを推進していく。

事業実績
①稲城市と多摩市が協働開催している事業である。令和２年度及び３年度は、新型コロナウィルス感染拡大に伴い、事業が中止
となった。
②新型コロナウィルス感染拡大の影響で、中止となった事業があり、実施できた事業においても参加者は減少した。
③新型コロナウィルス感染拡大の影響で、巨人軍側でも実施できる事業に制限があったが、少人数で屋外で行える小学校・幼稚
園等の訪問事業は開催することができた。
④新型コロナウイルス感染拡大の影響により令和２年度は実施ができなかったが、令和３年度は対面で実施することができ、企
業や関連団体との新たなつながりを形成することができた。

内部評価
　令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、事業中止や少人数での開催等となったが、屋外で行ったり、対面で
実施するなど開催方法を工夫して事業を実施することで、おおむね、各事業を通して企業連携による学習・教育の推進を図るこ
とができた。今後も、引き続き事業を継続していくことで、企業と連携し、また企業同士の連携をサポートしながら、多様な学び
の輪を広げていく。

事業実績
①新型コロナウイルス感染症の影響により、多くの事業を中止せざるを得なかった。今後も自然のすばらしさを体験できる事業
を開催していきたい。
②新型コロナウイルス感染拡大の影響で、令和２年度は実施できなかったが、令和３年度は対面で実施することができた。今後
も新たな団体の参加を促し、ＥＳＤを通じた子どもたちの学びを支えていきたい。
③今年度も外部団体と連携（共催）し、幅広く情報発信を行った。今後も時宜にかなったテーマ選定で参加を促していく。

　令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、規模縮小や、事業数を絞って実施するなど、厳しい状況下でも、
各々に工夫し事業を行うことができ、おおむね、各事業を通して健幸まちづくりの推進を図ることができた。今後も、引き続き
事業を継続し、「健幸まちづくり」の取り組みを通して、誰もが健康で幸せに活動できるようサポートしていく。

令和３年度　取組と評価

推進項目１１　「持続可能で元気な地域づくり」
市民や企業などと連携し、持続可能で元気な地域としての、多摩市らしさや多摩市の良さを実感できる学びの輪を広げながら、
誰もが輝けるまちをつくります。

事業実績
①昨年度は新型コロナウイルス感染拡大により中止としたが、令和３年度は感染状況を踏まえて、規模の縮小や実施種目を絞っ
て実施した。
②コロナ禍のため、事業数を絞り、市民を支える事業を中心とした情報の発信を行った。
③コロナ禍において、市民文化祭実行委員会や参加団体が各々に工夫し、多くの市民の参加・来場があり、団体間や市民との交
流・親睦が図れた。

内部評価
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